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国民健康保険制度改革に関する意見書 

 

 

国民健康保険は被用者保険等に加入できないすべての国民が加入する医療保険であり、

国民の保健のセーフティーネットとして大変重要な役割を果たしている。 

 しかし、加入者には低所得者や高齢者も多いため、保険料の徴収における課題や市町村

における厳しい国保財源など、多くの問題が顕在化している。 

 現在、県と市町村においては、平成３０年度より国保事業を県事業に移行するため議論

が続けられているが、国からの新たな予算措置３，４００億円のみが先行する中で、全体

概要については不明瞭な部分が多く、市町村をはじめ多くの住民が不安を感じている。 

 よって、県におかれては、国民健康保険法第１条にある「国民健康保険事業の健全な運

営の確保」と「社会保障及び国民保健の向上への寄与」という目的に沿った事業を堅持し

ていくため、以下の事項の実施を強く求めるものである。 

 

１．平成３０年度からの納付金や運営方針は、いまだ明らかにされず、議論の概要も見え

てこない。移行に関する事業概要を早急に示されたい。 

２．新制度移行にあたっては、県内すべての市町村において、保険料の引き上げとならな

い事業の枠組みを構築されたい。 

３．市町村の負担が現行以上のものとならないよう、移行に対する更なる予算措置も含め

た十分な配慮を改めて国に要望されたい。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

 

平成２９年９月２８日 

高 山 市 議 会   


